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表紙の写真
日本製紙（株）菅沼社有林
撮影者：五海ゆうじ

本報告書に使用した紙の価格には、林地に捨てら
れる間伐材を資源として活用する費用の一部が含
まれています。

本報告書で使用した用紙

•  表紙 
「ユーライト」157.0g／m2（日本製紙株式会社）
•  本文 
「b7ライト」97.0g／m2（日本製紙株式会社）



企業グループ理念

豊かな暮らしと 
文化の発展に貢献
日本製紙グループは、「木とともに未来を拓く」とのスローガンのもと、 
再生可能な資源である「木」から多彩な素材を生み出し、 
紙・板紙をはじめ、多岐にわたる事業を展開しています。

新素材ケミカル

木材・建材

MISSION
日本製紙グループは世界の人々の 
豊かな暮らしと文化の発展に貢献します

VISION
以下の要件を満たす、 
社会から永続的に必要とされる企業グループ

1. 事業活動を通じて持続可能な社会の構築に寄与する
2. お客様のニーズに的確に応える
3. 社員が誇りを持って明るく仕事に取り組む
4. 安定して利益を生み出し社会に還元する

VALUE
Challenge, Fairness, Teamwork

SLOGAN
木とともに未来を拓く

家庭紙・ 
ヘルスケア

パッケージ

エネルギー

板紙

洋紙
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編集方針
日本製紙グループでは、2018年度まで「アニュアルレポート」と「CSR報告書」を個

別に発行していましたが、2019年度からこれらを統合し、財務情報と非財務情報を

体系的にまとめた「統合報告書」として発行します。本報告書では、当社グループのビ

ジネスモデルや強みを明らかにするとともに、中長期的な成長戦略および経営基盤

強化への取り組みをお示しすることで、株主・投資家をはじめとしたステークホルダー

の皆さまに当社グループが今後どのように持続的成長を実現していくのかをご理解

いただけるよう努めています。

社外からの評価（採用された主なESG指数など）
見通しに関する注意事項
本報告書に記載されている日本製紙株式会社お
よび日本製紙グループ各社の計画、予想、戦略、
確信に関する記述は、過去の事実を除き、日本製
紙株式会社および日本製紙グループ各社の経営
者が現在入手可能な情報に基づいて判断した将
来の業績に関する見通しです。したがいまして、こ
れらの業績見通しに全面的に依拠して投資判断さ
れることは控えるようお願いいたします。実際の
業績はさまざまな要因の変化により、これらの業
績見通しとは大きく異なる場合があることをご承
知ください。
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日本政策投資銀行「DBJ環境格付」： 
最高ランク「環境への配慮に対する
取り組みが特に先進的」
環境格付取得年月：2018年11月

三井住友銀行 
「ESG/SDGｓ評価型資金調達」：
最上位「AAA」
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